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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：チューブリンは微小管の主成分です。2モルのGTPを結合します。1つはβ鎖の交換可能部位、もう1つはα鎖の非交換性部位です。,PTM：チューブリンチロシンカルボキシペプチダーゼ（TTCP）とチューブリンチロシンリガーゼ（TTL）という酵素によって、C末端チロシン残基が周期的に除去され、再び付加されるチロシン化/脱チロシン化サイクルを受けます。,類似性：チューブリンファミリーに属します。,サブユニット：α鎖とβ鎖の二量体。,機能：チューブリンは微小管の主成分です。これは 2 モルの GTP に結合します。1 つはベータ鎖の交換可能な部位に、もう 1 つはアルファ鎖の交換不可能な部位にあります。,PTM: チューブリンチロシンカルボキシペプチダーゼ (TTCP) とチューブリンチロシンリガーゼ (TTL) という酵素によって、C 末端チロシン残基が周期的に除去され、再び付加されるチロシン化/脱チロシン化サイクルが行われます。,類似性: チューブリンファミリーに属します。,サブユニット: アルファ鎖とベータ鎖の二量体。,
	研究分野
	ギャップジャンクション;病原性大腸菌感染症;
	画像データ
	

	アセチル-α-チューブリン（Lys40）マウスmAb 1:2000を使用した、未処理（-）またはTSA処理（1μM、18時間; +）のHela細胞抽出物のウエスタンブロット分析。
	

	1:200に希釈したα-チューブリン（アセチルLys40）マウスmAbを使用したパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学分析。

